








































































































































































































































































































































































































































































「第 1 条高等ノ撃術技襲ヲ教授ス Jレ事校ハ専門
拳校トスJ。

















































































































第 2 類は、同「大型令j には、「大翠ノ、……兼ネテ
人格ノ陶冶及国家思想ノ酒養ニ留意スヘキモノトス」


































































年代 第 1 期 1901-21年 第 2 期 1921/22 30年 第 3 期 1931-45年 1946年一
歴史 義和団、日露戦争、辛亥 ワシントン条約体制、 アジア・太平洋戦争、 敗戦、連合国による占
革命、第 l 次大戦、 21 幣原外交 日本型ファシズム 領、民主化
ヵ条
中国に対す 保全論、貿易拡大 9 ヵ国条約に基づく領 満州事変に始まる侵略
る国策 土保全、内政不干渉、 戦争、東亜新秩序、大
経済進出 東E共栄圏
同文会長 近衛篤j麿 自由主義者牧野伸顕 牧野伸顕、 1936年以後、 近衛文麿自決
（幹事長根津一） 近衛文麿 同文会解散
同文書院長 根津一 根津一（ 1923 年まで） 大内暢三、矢田七太郎、 本間喜一
本間喜一 愛大創立
同文書院内 国家主義は強くなく、 国家主義は第 1 類にと 国家主義は第 1 類に第 GHQ/CIE による教育
での「国家 むしろ国際主義的傾向 どまり、研究・教育の 2 類が加わり、研究・ の国家主義廃絶、自由
主義」と「研 （中日輯協・同文会網 発展。大正デモクラシ 教育を圧殺していく 主義・民主主義の導
究・教育」 領の削除）。研究・教 ーの影響もあって、学 入、それと「研究・教
の関係 育の青年期的発展 園のリベラルな雰囲気 育」とが総合される


































































































































































































































































































1937 （昭和 12）年 7 月、東亜同文書院、従来のB中友
好の態度、敵対的な態度へ転換
10月－38年2月、 34期生80名の通訳従軍
1938 （昭和 13）年 11 月、軍事教練導入




1940 （昭和 15）年 10月、紀元2600年祭
1941 （昭和16）年 10 月、 r報国隊J （隊長学長、 4 中隊）
編成
11 月、クラブの連合体、学友会を「靖
E奉公会」に再編成 12月、卒業繰り上げ 3 カ月（38期生）
1942 （昭和17）年 大詔奉戴日（毎月 8 日）導入 9 月、卒業繰り上げ6 カ月（39期生）
1943 （昭和 18）年 9 月、卒業繰り上げ 6 カ月（40期生）
12月、徴兵猶予停止（学徒出陣、 20歳以上）
1944 （昭和19）年 春、学生、軍米収寅奉仕 3 月、徴兵年齢 19歳に引き下げ
10丹、 r学徒勤労隊」（ 3 支隊）編成、
全面的な勤労動員
1945 （昭和20）年














































































やったことは、 1944年の 3 月に徴兵年齢が20歳










ないと思いますが、 1945年の 4 月以蜂は東京か






































































は 1946年 11 月 15 日に文部省によって認可されま
す。しかしその背後には占領軍 GHQ の教育を担
東亜同文書院大学から愛知大学への発展
当する「民間情報教育局」 CIE ( Civil Information 
& Education Section）という部門があって、その
承認を得て認可されたわけです。そして翌年の
47年 4 月 30 日にその CIE が愛知大学の現地査察
を行ないます。そこで愛大の最終的な設立が認め
られたと言っていいと思います。これを私は重視
するわけです。 CIE は 1945年、終戦の年の 10月




























































































































「興学要旨」（ 1901 年）の「東亜久安J ・「宇内永和J が、
Ll：錫された形で潜在的に内包されている。

































































愛知大学史研究（第 3 号、 2009年）
ちょっと時間が超過してすみませんでした。






















































































































































































































































































































































































































































































































































































ェクト」のために、 2009年 3 月 14 日に開催された公開
講演会における諮演と討論とを収録したものである。）
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